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９月になっても、まだまだ、蒸し暑い日が続いています。学校では、体育大会の練習

も少しずつ始まっています。熱中症も心配されますので、睡眠を十分とること、朝食を

しっかり食べてくること、十分な水分を持参すること、特にこの３点について御家庭で

も心配りをしていただきたいと思います。

新型コロナウイルス感染症対策
～ 私たちにできること ～

【感染症を予防するために】
○手洗い、うがいをしっかりする。

○マスクを着用する。

○３密に気をつける。（密接・密着・密閉）

【偏見や差別を無くすために】
○正しい情報を知る。

○事実を伝える。

○噂やデマ（事実でないこと）を信じない、広めない。

【不安や恐れに負けないために】
○周りの人に「ありがとう」の気持ちを伝える。

○周りの人と話し合う、繋がる。

ルールの向こう側には・・・
新型コロナウイルスがきっかけで、「ルール」が増えています。「マスクをしよう」「人

と人との距離をあけよう」など。窮屈だな、しんどいなと思うこともあるのではないで

しょうか。ルールは、何のためにあるのでしょうか。もし、みんなが自分のことだけを

考えて自由に暮らしたら、きっといろいろなトラブルが起こってしまうと思います。

感染を防ぐためのルールは、自分だけでなく家族や友達などお互いを守るために必要

です。ルールを守るのはしんどいなと思うことがあるかも知れません。しかし、ルール

の向こう側には、みんなを守るための工夫がたくさん詰まっています。

こんなときだからこそ、「ありがとう」
○マスクを忘れずつけてくれて「ありがとう」

○しっかり石けんで手洗いをしてくれて「ありがとう」

○人との距離を保ってくれて「ありがとう」

○中止や延期になってしまった行事のことを理解してくれて「ありがとう」

今、皆さんはたくさんのことを我慢しています。皆さんが大人になった時、「あの時

大変だったよね」「いっぱい頑張ったね」と話せる日がきっときます。だから、あと少

し・・・みんなで一緒に頑張りましょう。



心と体「しんどい」は我慢しないで！
新型コロナウイルス感染症の影響で、「自粛」や「我慢」をしなければならない毎日

が続いています。「この先どうなるのかな」という不安や、目に見えないウイルスの怖

さから、少し疲れてしまったり、イライラしてしまったりしている人はいませんか。

もし、心も体も「しんどいな」と感じたら、我慢しないでいつでも相談しに来てくだ

さい。 感染だけでなく、将来どうなのかと不安になっている子はいる

〈令和２年８月 25日（火）静岡新聞より〉

子どもの声を聞くポイント
①最後まで話を聞く

②一方的に価値判断しない

③徹底的に子どもの味方になる

☆どんなときも、
子どもの側に立つ姿勢を見せることがとても大切！

朝の検温、健康チェック、マスク着用を確実に！
＊予備のマスクを１～２枚、鞄の中に御準備ください。御協力お願いします。


